
森次長スピーチの様子

会合の様子

８
月
24
日
に
、
タ
イ
北
部
の
都
市
チ
ェ

ン
マ
イ
で
開
催
さ
れ
た
第
５
回
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
林
業
担
当
大
臣
会
合
に
、
林
野
庁
の
森

次
長
が
出
席
し
ま
し
た
。そ
の
会
合
の
概

要
を
報
告
し
ま
す
。

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
、ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

の
21
の
国
と
地
域（
エ
コ
ノ
ミ
ー
）が
参

加
す
る
経
済
協
力
の
枠
組
み
で
す
。「
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
林
業
担
当
大
臣
会
合
」は
、ア
ジ

ア
・
太
平
洋
地
域
の
持
続
可
能
な
森
林

経
営
の
達
成
に
向
け
て
、森
林
・
林
業
政

策
に
つ
い
て
情
報
共
有
や
意
見
交
換
を

行
う
目
的
で
開
催
さ
れ
る
閣
僚
級
会
合

で
す
。会
合
で
発
出
さ
れ
る
閣
僚
声
明

は
、Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
お
け
る
取
組
を
世
界

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、そ
の
後

の
専
門
家
会
合
の
指
針
と
な
り
ま
す
。

　

第
５
回
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
林
業
担
当
大
臣
会

合
は
、「
あ
ら
ゆ
る
面
で
の
バ
ラ
ン
ス
：
森

林
資
源
の
管
理
と
合
法
的
に
収
穫
さ
れ

た
林
産
物
の
取
引
を
通
じ
た
持
続
可
能

性
」を
全
体
テ
ー
マ
と
し
て
、次
の
２
つ

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

林
産
物
の
管
理
を
通
じ
た
持
続
可
能
性

合
法
的
に
収
穫
さ
れ
た
林
産
物
の
取
引

2

第５回 APEC
林業担当大臣会合

　

会
合
は
主
催
者
で
あ
る
タ
イ
天
然
資

源
・
環
境
大
臣
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、ゲ

ス
ト
と
し
て
招
か
れ
た
国
際
機
関
に
よ

る
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
の
ち
、各
国
・

地
域
の
参
加
者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ス
ピ
ー

チ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。我
が
国
は
、主
催

国
で
あ
る
タ
イ
の
指
名
に
よ
り
、セ
ッ

シ
ョ
ン
１
の
最
初
に
ス
ピ
ー
チ
を
行
い

ま
し
た
。

　

林
野
庁
の
森
次
長
の
ス
ピ
ー
チ
で

は
、ま
ず
地
域
の
平
和
と
安
定
の
重
要

性
に
つ
い
て
強
調
し
た
後
、持
続
可
能

な
森
林
経
営
の
重
要
性
や
、持
続
可
能

な
木
材
の
利
用
の
促
進
に
向
け
た
国
内

の
取
組
や
関
連
す
る
国
際
協
力
、再
生

可
能
な
資
源
で
あ
る
木
材
の
循
環
的
な

利
用
は
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
貢
献
す

る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
訴
え
ま
し
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
１

セ
ッ
シ
ョ
ン
２

（
１
）森
林
被
覆
目
標
の
達
成

　
会
合
で
は
、2
0
0
7
年
の
シ
ド
ニ
ー
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
宣
言
で
定
め
ら
れ
た
、森
林
被

覆
目
標
の
達
成
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。Ａ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
地
域
の
森
林
被
覆
が
2
0
0
7
年
か

ら
2
0
2
0
年
の
間
に
2
，7
9
0
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
増
加
し
、2
0
2
0
年
ま
で
に
2
，

0
0
0
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
増
加
と
い
う
当
初

の
目
標
を
超
え
た
成
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

（
２
）各
種
課
題
へ
の
取
組

　
会
合
の
中
で
以
下
の
課
題
が
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

●　
持
続
可
能
な
森
林
経
営
、森
林
保
全

　
及
び
森
林
再
生
に
関
連
す
る
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

の
既
存
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
実
施
を

　
再
確
認
す
る
。

●　
森
林
被
覆
の
維
持
、森
林
損
失
の
抑
止

　
と
好
転
、森
林
の
回
復
と
持
続
可
能
な
管

　
理・経
営
、都
市
部
及
び
郊
外
に
お
け
る

　
森
林
や
緑
地
の
増
加
、女
性
や
子
供
な
ど

　
社
会
的
に
弱
い
立
場
の
人
々
の
生
活
向

　
上
に
向
け
た
努
力
を
強
化
す
る
。

●　
効
果
的
な
政
策
の
実
施
、情
報
や
優
良

　
事
例
の
共
有
な
ど
に
よ
り
、違
法
伐
採
対

　
策
の
た
め
の
協
力
関
係
を
強
化
す
る
。

●　
合
法
的
な
木
材
取
引
を
促
進
し
、持
続

　
可
能
な
森
林
経
営
か
ら
生
産
さ
れ
た
木

　
材
・
木
材
製
品
の
利
用
を
促
進
す
る
た

　
め
、国
際
機
関
や
民
間
セ
ク
タ
ー
を
含
む

　
関
係
者
と
の
協
力
を
強
化
す
る
。

●　
持
続
可
能
な
森
林
経
営
と
合
法
的
な

　
木
材
の
取
引
に
つ
い
て
、科
学
的
知
識
の

　
交
流
を
促
進
し
強
化
す
る
。

●　
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-
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後
の
経
済
回
復
に
、森

林
と
持
続
可
能
な
森
林
経
営
を
含
め
る
。

●　
国
際
的
な
森
林
に
関
連
す
る
協
定
や

　
宣
言
、関
連
す
る
条
約
に
貢
献
す
る
。

●　
気
候
変
動
へ
の
効
果
的
な
対
処
、気
候

　
変
動
の
緩
和
、適
応
、回
復
を
支
援
す
る
。

●　
議
長
国
タ
イ
の
提
唱
す
る
経
済
モ
デ

　
ル
な
ど
、よ
り
全
体
的
で
相
乗
効
果
の
あ

　
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
、森
林
分
野
、特
に
持

　
続
可
能
な
森
林
経
営
に
適
用
す
る
。

　
会
合
終
了
後
は
現
地
視
察
が
行
わ
れ
、高

級
材
で
あ
る
チ
ー
ク
の
人
工
林
育
成
の
現

場
や
、王
立
植
物
園
な
ど
を
訪
問
し
ま
し

た
。タ
イ
王
室
森
林
局
職
員
か
ら
林
業
施
策

や
現
地
の
管
理
者
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、

様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
他
の

参
加
者
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、会
合
の
合
間
に
、タ
イ
、ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
及
び
台
湾
の
関
係
者
と
バ
イ
会

談
を
行
い
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
に
向
け
た
森
林
政
策
や
今
後
の
協
力
等

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
会
合
の
成
果
物
は
、従
来
の
閣
僚

声
明
で
は
な
く
議
長
声
明
の
発
出
と
な
り

ま
し
た
。Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
、ア
ジ
ア
や
オ
セ
ア

ニ
ア
の
ほ
か
、ロ
シ
ア
、カ
ナ
ダ
、米
国
や
中

南
米
の
国
ま
で
幅
広
く
参
加
し
て
い
る
こ

と
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。今
回
の
会
合
で

は
、国
際
情
勢
の
緊
迫
化
が
影
響
し
た
た
め

か
、参
加
者
間
で
の
意
見
対
立
が
顕
在
化

し
、そ
の
た
め
に
閣
僚
声
明
に
向
け
た
調
整

が
難
航
し
て
、最
終
的
に
は
合
意
に
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
閣
僚
声
明
と
い
う
形
に
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、議
長
声
明
で
は
、持
続
可
能
な

森
林
経
営
に
加
え
て
、我
が
国
が
主
張
し
た

「
持
続
可
能
な
木
材
利
用
」が
言
及
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
成
果
を
今
後
の
専
門
家
会
合
の

議
論
で
発
展
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
、今
後
も
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
来
年
は
日
本
が
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
の
議
長

国
を
務
め
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。今
回

の
会
合
と
同
様
に
、Ｇ
７
で
開
催
さ
れ
る
森

林・林
業
関
係
の
会
合
に
お
い
て
も
、森
林

の
重
要
性
や
、木
材
の
持
続
可
能
な
生
産
と

利
用
を
通
じ
た
脱
炭
素
社
会
へ
の
貢
献
に

つ
い
て
主
張
し
て
ま
い
り
ま
す
。

1
A
P
E
C
林
業
担
当
大
臣
会
合

2
議
題
と
我
が
国
の
取
組

3
会
合
の
概
要
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チーク材土場

８
月
24
日
に
、
タ
イ
北
部
の
都
市
チ
ェ

ン
マ
イ
で
開
催
さ
れ
た
第
５
回
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
林
業
担
当
大
臣
会
合
に
、
林
野
庁
の
森

次
長
が
出
席
し
ま
し
た
。そ
の
会
合
の
概

要
を
報
告
し
ま
す
。

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
、ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

の
21
の
国
と
地
域（
エ
コ
ノ
ミ
ー
）が
参

加
す
る
経
済
協
力
の
枠
組
み
で
す
。「
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
林
業
担
当
大
臣
会
合
」は
、ア
ジ

ア
・
太
平
洋
地
域
の
持
続
可
能
な
森
林

経
営
の
達
成
に
向
け
て
、森
林
・
林
業
政

策
に
つ
い
て
情
報
共
有
や
意
見
交
換
を

行
う
目
的
で
開
催
さ
れ
る
閣
僚
級
会
合

で
す
。会
合
で
発
出
さ
れ
る
閣
僚
声
明

は
、Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
お
け
る
取
組
を
世
界

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、そ
の
後

の
専
門
家
会
合
の
指
針
と
な
り
ま
す
。

　

第
５
回
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
林
業
担
当
大
臣
会

合
は
、「
あ
ら
ゆ
る
面
で
の
バ
ラ
ン
ス
：
森

林
資
源
の
管
理
と
合
法
的
に
収
穫
さ
れ

た
林
産
物
の
取
引
を
通
じ
た
持
続
可
能

性
」を
全
体
テ
ー
マ
と
し
て
、次
の
２
つ

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

林
産
物
の
管
理
を
通
じ
た
持
続
可
能
性

合
法
的
に
収
穫
さ
れ
た
林
産
物
の
取
引

　

会
合
は
主
催
者
で
あ
る
タ
イ
天
然
資

源
・
環
境
大
臣
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、ゲ

ス
ト
と
し
て
招
か
れ
た
国
際
機
関
に
よ

る
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
の
ち
、各
国
・

地
域
の
参
加
者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ス
ピ
ー

チ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。我
が
国
は
、主
催

国
で
あ
る
タ
イ
の
指
名
に
よ
り
、セ
ッ

シ
ョ
ン
１
の
最
初
に
ス
ピ
ー
チ
を
行
い

ま
し
た
。

　

林
野
庁
の
森
次
長
の
ス
ピ
ー
チ
で

は
、ま
ず
地
域
の
平
和
と
安
定
の
重
要

性
に
つ
い
て
強
調
し
た
後
、持
続
可
能

な
森
林
経
営
の
重
要
性
や
、持
続
可
能

な
木
材
の
利
用
の
促
進
に
向
け
た
国
内

の
取
組
や
関
連
す
る
国
際
協
力
、再
生

可
能
な
資
源
で
あ
る
木
材
の
循
環
的
な

利
用
は
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
貢
献
す

る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
訴
え
ま
し
た
。

（
１
）森
林
被
覆
目
標
の
達
成

　
会
合
で
は
、2
0
0
7
年
の
シ
ド
ニ
ー
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
宣
言
で
定
め
ら
れ
た
、森
林
被

覆
目
標
の
達
成
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。Ａ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
地
域
の
森
林
被
覆
が
2
0
0
7
年
か

ら
2
0
2
0
年
の
間
に
2
，7
9
0
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
増
加
し
、2
0
2
0
年
ま
で
に
2
，

0
0
0
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
増
加
と
い
う
当
初

の
目
標
を
超
え
た
成
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

（
２
）各
種
課
題
へ
の
取
組

　
会
合
の
中
で
以
下
の
課
題
が
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

●　
持
続
可
能
な
森
林
経
営
、森
林
保
全

　
及
び
森
林
再
生
に
関
連
す
る
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

の
既
存
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
実
施
を

　
再
確
認
す
る
。

●　
森
林
被
覆
の
維
持
、森
林
損
失
の
抑
止

　
と
好
転
、森
林
の
回
復
と
持
続
可
能
な
管

　
理・経
営
、都
市
部
及
び
郊
外
に
お
け
る

　
森
林
や
緑
地
の
増
加
、女
性
や
子
供
な
ど

　
社
会
的
に
弱
い
立
場
の
人
々
の
生
活
向

　
上
に
向
け
た
努
力
を
強
化
す
る
。

●　
効
果
的
な
政
策
の
実
施
、情
報
や
優
良

　
事
例
の
共
有
な
ど
に
よ
り
、違
法
伐
採
対

　
策
の
た
め
の
協
力
関
係
を
強
化
す
る
。

●　
合
法
的
な
木
材
取
引
を
促
進
し
、持
続

　
可
能
な
森
林
経
営
か
ら
生
産
さ
れ
た
木

　
材
・
木
材
製
品
の
利
用
を
促
進
す
る
た

　
め
、国
際
機
関
や
民
間
セ
ク
タ
ー
を
含
む

　
関
係
者
と
の
協
力
を
強
化
す
る
。

●　
持
続
可
能
な
森
林
経
営
と
合
法
的
な

　
木
材
の
取
引
に
つ
い
て
、科
学
的
知
識
の

　
交
流
を
促
進
し
強
化
す
る
。

●　
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
後
の
経
済
回
復
に
、森

林
と
持
続
可
能
な
森
林
経
営
を
含
め
る
。

●　
国
際
的
な
森
林
に
関
連
す
る
協
定
や

　
宣
言
、関
連
す
る
条
約
に
貢
献
す
る
。

●　
気
候
変
動
へ
の
効
果
的
な
対
処
、気
候

　
変
動
の
緩
和
、適
応
、回
復
を
支
援
す
る
。

●　
議
長
国
タ
イ
の
提
唱
す
る
経
済
モ
デ

　
ル
な
ど
、よ
り
全
体
的
で
相
乗
効
果
の
あ

　
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
、森
林
分
野
、特
に
持

　
続
可
能
な
森
林
経
営
に
適
用
す
る
。

　
会
合
終
了
後
は
現
地
視
察
が
行
わ
れ
、高

級
材
で
あ
る
チ
ー
ク
の
人
工
林
育
成
の
現

場
や
、王
立
植
物
園
な
ど
を
訪
問
し
ま
し

た
。タ
イ
王
室
森
林
局
職
員
か
ら
林
業
施
策

や
現
地
の
管
理
者
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、

様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
他
の

参
加
者
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、会
合
の
合
間
に
、タ
イ
、ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
及
び
台
湾
の
関
係
者
と
バ
イ
会

談
を
行
い
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
に
向
け
た
森
林
政
策
や
今
後
の
協
力
等

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
会
合
の
成
果
物
は
、従
来
の
閣
僚

声
明
で
は
な
く
議
長
声
明
の
発
出
と
な
り

ま
し
た
。Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
、ア
ジ
ア
や
オ
セ
ア

ニ
ア
の
ほ
か
、ロ
シ
ア
、カ
ナ
ダ
、米
国
や
中

南
米
の
国
ま
で
幅
広
く
参
加
し
て
い
る
こ

と
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。今
回
の
会
合
で

は
、国
際
情
勢
の
緊
迫
化
が
影
響
し
た
た
め

か
、参
加
者
間
で
の
意
見
対
立
が
顕
在
化

し
、そ
の
た
め
に
閣
僚
声
明
に
向
け
た
調
整

が
難
航
し
て
、最
終
的
に
は
合
意
に
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
閣
僚
声
明
と
い
う
形
に
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、議
長
声
明
で
は
、持
続
可
能
な

森
林
経
営
に
加
え
て
、我
が
国
が
主
張
し
た

「
持
続
可
能
な
木
材
利
用
」が
言
及
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
成
果
を
今
後
の
専
門
家
会
合
の

議
論
で
発
展
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
、今
後
も
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
来
年
は
日
本
が
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
の
議
長

国
を
務
め
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。今
回

の
会
合
と
同
様
に
、Ｇ
７
で
開
催
さ
れ
る
森

林・林
業
関
係
の
会
合
に
お
い
て
も
、森
林

の
重
要
性
や
、木
材
の
持
続
可
能
な
生
産
と

利
用
を
通
じ
た
脱
炭
素
社
会
へ
の
貢
献
に

つ
い
て
主
張
し
て
ま
い
り
ま
す
。

4
現
地
視
察

APECとはAPECとはAPECとはAPECとは
　アジア太平洋地域の次の21エコノミーが参加する経済協力の枠組みです。

　アジア太平洋地域の持続可能な成長と繁栄に向けて、貿易・投資の自由化・
円滑化や地域経済統合の推進、経済・技術協力等の活動を実施しています。
　APECの取組は、自主的、非拘束的、かつコンセンサスに基づく協力が特徴
となっています。

豪州、ブルネイ、カナダ、チリ、中国、香港、インドネシア、日本、韓国、マレ
ーシア、メキシコ、ニュージーランド、パプアニューギニア、ペルー、フィリ
ピン、ロシア、シンガポール、台湾、タイ、米国、ベトナム

5
会
合
の
成
果

（Asia Pacific Economic Cooperation）




